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に惑わされることなく穏やかに自分と向き合い、ひとつひとつの

答えを丁寧に探って着実にキャリアを築き、今では多くの聴衆

からの信頼篤い、次代を担うピアニストへと成長しました。

2021年、コロナ禍で厳重な検疫期間が設けられていたころ、

トッパンホールで2日間にわたって開催されたソロ・リサイタル

では、深刻な状況を忘れさせる悠然としたたたずまいと、音楽に

飢えた私たちの心をたっぷりと満たす圧巻の演奏で、鮮烈な印象

を残してくれました。

　そんなふたりが、ここトッパンホールで待望の共演を果たし

ます。ふたりが選んだ曲たちは、彼らの人柄さながらとても

「個性的」。ショスタコーヴィチを核に、前半には少し馴染みの

薄い作品が並んでいますが、ファンの歌心とカントロフの豊かな

抒情、それぞれの美点が惜しみなく発揮される美しいプログラム

となりました。

　今回の日本での共演を機に、これからも頻繁にデュオを組む

存在と、なるかもしれないし、ならないかもしれない、彼ら自身に

とっても未知ともいえる組み合わせが、「一期一会」となるか、

「記念すべきデュオデビュー」となるか。そんなスリリングな

瞬間に立ち会えるのはなんとも贅沢。ぜひ皆さまご自身の目と

耳で、ふたりの相性を確かめてみてください。

　奇しくも同じ2019年に、チャイコフスキー国際コンクールを

制したふたり、チェロのズラトミール・ファンとピアノのアレク

サンドル・カントロフ。かたや、アメリカ人として40年ぶり、

チェロ部門で史上最年少優勝、かたや、フランス人として初めて

22歳でのピアノ部門優勝と、いずれも「快挙」に「快挙」が重なり

記憶に残るWinnerとなったふたり。いずれ劣らぬ才能ですが、

それぞれの個性はおおきく異なります。

　ズラトミール・ファンは、音楽への憧憬を胸に、数々の奨学金

を得ながらアメリカ各地の音楽院や音楽祭でその腕を磨いた、

いわば「たたき上げ」。爽快なほどの機知の持ち主で、どんな問い

にもスマートに答えるコンクールでのインタビューは、「この

とき、まだ二十歳…？」と手元のプロフィールを確認したくなる

ほどの落ち着きぶり。その特徴は演奏にも映し出され、緻密な

計算とおおらかな味わいが同居しています。趣味が「早指し

チェス」と聞くと、さもありなんと思わせる、早熟にしてスケール

の大きい、多彩な才能の煌めきを感じさせる存在です。

　一方のアレクサンドル・カントロフは、言わずと知れたフランス

の音楽一家に生まれ、あまたの音楽家から幼い頃より多くを吸収

して育った、まさしく「サラブレッド」。どうかするとその出自

ゆえ、かえって成熟なかばで道に迷いかねない環境ながら、雑音


